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第1章研究の概要

中村慎一（金沢大学文学部）

1）研究の目的と方法：

従来の中国考古学界にあっては、土器や石器とは異なり遣存の可能性が限定される植物質遺

物の研究は、その専門家も少なく保存や分析のための技術や施設の不足もあり、立ち後れた分

野であったといえる。しかし、近年の経済開発ブームに起因する緊急発掘調査の急増にともな

い、関連遺物の出土量は日増しに増大しており、その保存と研究は火急の課題となっている。

中でも長江下流域は漸江余挑河栂渡遺跡に代表される低湿地遺跡の宝庫であり、中国におけ

る新石器時代植物質遺物の大部分はこの地域から出土しているといっても過言ではない（表1

参照)。それにもかかわらず、植物質遺物に対する関心は高いものであったとは言いがたく、出

土品の多くが報告さえされることなく劣化するにまかされてきたのが実情である。

このような状況に鑑み、研究代表者らは現地訪問の機会を捉えては研究者との協議や出土遺

物の視察を重ね､平成14年夏に日中共同研究プロジェクト＜長江下流域新石器文化の植物考古

学的研究＞を立ち上げることとした｡幸いにも翌平成15年度より3カ年にわたり科学研究費補

助金の助成を受けられることとなり、研究をスムースに展開させることが可能となった。

本研究はこれまで等閑に付されていた感のある植物質遺物にスポットを当て簿その考古学的

形態論・技術論と植物学・農学的素材鑑定との結合から、長江下流域新石器文化における人間

一植物間関係の一端を明らかにしようとするものである。本研究の最大の特色はこの学際的性

格にある。植物質遺物の研究は、植物種の同定は言うに及ばず、その植物としての特性、当時

の古環境における入手可能性、製品・食品としての利用可能性といった様々な事柄について自

然科学的な知識と分析技術とを必要とする。本研究は、中国新石器文化研究者と世界各地での

豊富な調査経験を有する古環境学・植物学・農学の専門家とが協同して実施するものであり、

考古学ばかりでなく、古環境復元、工芸技術史、農業史等の諸分野に対しても重要な貢献をな

し得るものである。

ここで言う「植物考古学」には以下の三つの含意が込められている。

①植物質材料の人工遺物の研究

②自然遺物としての植物遣存体からする古環境復元

③食用植物を中心とする古食性の解明

まず、①人工遺物の研究は、これまでに発掘調査によって出土し、各研究機関に収蔵されてい

る各種植物質遺物を網羅的に収集、整理、分類し、その地域的および時代的差異を明らかにする

ことを目的とし､特に､木器･木製品の製作技術･使用法の解明および使用樹種同定､編織品(筵・

篭・布・縄等）の製作技術・使用法の解明および素材同定の2点を重点研究項目とした。

②古環境復元についてはこれまでにも少なからぬ研究があるが（表2参照)、遺跡文化層との

精密な対比がなされた事例は乏しい。また、分析手法が花粉分析に大きく傾くきらいがあり、

樹種、種実、プラント・オパール、珪藻などの分析と組み合わせた総合的な古環境復元はこれ

まで実施されることはなかった。そこで、本研究では従来の研究の欠を補うよう心がけた。時
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期的には跨湖橋一河栂渡文化期と良渚文化期の二つの時期に焦点を絞り、ヒプシサーマルの海

進問題、「良渚文化洪水滅亡説」などに検討を加えることとした。

③古食性解析は①と②を繋ぐ研究と位置づけることができる。種実やプラント・オパールの

分析から各種食用植物の利用状況を復元しようとするものである。

2）研究の経過と主な成果

平成15年度

秋に2度にわたり延べ11名が訪中し、計3週間余りを現地調査に費やした。調査内容は、遺

跡の踏査および土壌試料採取、各種出土遺物の観察・実測・写真撮影、木器の樹種同定、土壌

試料のプレパラート作成および顕微鏡観察などからなる。

踏査を実施した遺跡は湘江省内12カ所、江蘇省内3カ所の計15カ所である。このうち、薫

山跨湖橋（跨湖橋文化)、余杭下家山（良渚文化)、平湖大墳塘（馬家浜～良渚文化)、昆山緯域

（濯沢～良渚文化）の4遺跡で土壌サンプルを採取し、生物顕微鏡を用いて花粉、プラント・

オパール、珪藻、微小種実の分析を行った。

木製遺物研究のために訪問した研究機関は7カ所あるが、そのうち湘江省文物考古研究所、

河婦渡文化博物館、良渚文化博物館の3カ所において余挑河娼渡遺跡（河栂渡文化)、蒸山跨湖

橋遺跡（跨湖橋文化)、余杭廟前遺跡（良渚文化）の3遺跡出土の木製品につき詳細な観察・記

録を行った。

上記調査成果の一部を平成15年11月に江蘇省昆山市で開催された緯域遺跡検討会で発表し

たほか､平成16年3月には金沢大学で研究成果報告会を開催し､研究代表者の中村と海外研究

協力者の趙輝が発表を行った。

なお、各省市における関連遺物の数量、保存状態、研究設備などについて視察・検討を行っ

た結果、本研究は主に漸江省内の遺跡を対象として実施することを決定した。

平成16年度

平成16年9月と平成17年3月の2度にわたり延べ13名が訪中し､計5週間弱を現地調査に

費やした。調査内容は、遺跡の踏査および土壌試料採取、各種出土遺物の観察・実測・写真撮

影、木器の樹種同定、土壌試料のプレパラート作成および顕微鏡観察などからなる。

木製遺物の調査・研究は、請山跨湖橋（跨湖橋文化)、藷山下孫（跨湖橋文化)、余挑田螺山

（河栂渡文化)、余杭-ド家山（良渚文化)、余杭廟前（良渚文化)、余杭馬家墳（良渚文化）の計

6遺跡を対象として実施した。花粉、プラント・オパール、珪藻､微小種実の分析については、

余挑田螺山（河栂渡文化)、請山跨湖橋（跨湖橋文化)、海塩仙壇廟（癌沢文化)、余杭下家山（良

渚文化)、平湖荘橋墳遺跡（良渚文化）の5遺跡について行った。

以上の調査･分析を通じて得られた成果は以下の通りである。まず､木製品研究については、

器種ごとの使用樹種を同定することにより、地域的・時代的な用材傾向を明らかにすることが

できた。また、製作痕・使用痕の綿密な観察、民族事例との比較、日本出土の例品との対比な

どを行った結果、従来不明とされていたいくつかの木器の用途が判明した。跨湖橋遺跡の弓は

その代表であり、おそらく世界最古の例となろう。

土壌試料の分析からも多くの知見を得ることができたが、中でもヒプシサーマル期に相当す
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る田螺山遺跡において短い周期で海進・海退が繰り返されていたことを珪藻分析から解明した

点は最大の成果といえる。

なお、平成17年2月に金沢大学で研究成果報告会を開催し、上記研究成果の一部につき研究

代表者の中村と海外研究協力者の孫国平、趙曄が発表を行った。

平成17年度

平成17年9～10月と平成18年2～3月の2度にわたり延べ11名が訪中し、計約4週間を現

地調査に費やした。

木製品と編み物については、余挑田螺山（河栂渡文化)、余挑河娼渡（河栂渡文化)、長興江

家山（馬家浜文化)、余杭下家山（良渚文化)、諸萱尖山湾（銭山漂類型)、湖州毘山（馬橋文化）

の計6遺跡の出土品100点余りを対象として調査を実施した。花粉、プラント・オパール、珪

藻、種実の分析については昨年度に各時期の遺跡から採取したサンプルの分析を継続的に進め

た。

まず木製品研究については、製作工程の復元と時代ごと、器種ごとの樹種選択の傾向把握を

さらに押し進めた。また、昨年サンプル採取を行った跨湖橋遺跡出土弓の表面の「膜」が、間

違いなく漆であり、かつ、酸化鉄を顔料として用いていることが赤外線吸収スペクトル分析に

よって判明した。結果的に、科学的鑑定を経たものとしては世界最古の漆器を確認することが

できた。

編み物については、諸聲尖山湾出土品20点余りの調査を行ったことにより、編織技法と器形

の復元について中国江南地域で初の分類案を提示することができた。

土壌試料の分析から得られた大きな成果としては、田螺山遺跡における水田趾の範囲推定を

行ったことが挙げられる。今後の発掘調査で水田趾が検出される可能性が高まったといえる。

なお、平成18年3月に漸江省文物考古研究所と金沢大学において、それぞれ中国向け、日本

向けの研究成果報告会を開催し、研究成果を日中両国の数多くの研究者に公開した。3月末に

は研究成果報告書として『長江下流域新石器文化の植物考古学的研究』（本書）を刊行した。

3）今後の展望

3ヵ年にわたる共同研究を経て得られた成果は各方面においてそれぞれ多大なものがある。

その詳細については各報文に譲るとして、何と言っても最大の成果は、植物質の自然・人工遺

物の研究から得られる情報が先史時代の環境と文化の理解に欠くことのできないものであると

の認識を該地域の研究者に広く浸透させることができた点にある。本研究の主要な対象遺跡の

一つであった余挑田螺山遺跡は「第二の河栂渡」とも呼ばれ、今後の継続調査で大量の自然遺

物や有機質人工遺物の出土が期待される遺跡であるが、この遺跡について北京大学中国考古学

研究センターの主導でく余挑田螺山遺跡自然遺物総合研究プロジェクト＞が2005年12月に発

足した。北京大学、漸江省文物考古研究所、金沢大学の3者による共同研究である。本研究が

このような形で植物考古学研究に対する中国考古学界の関心を惹起し、将来の研究進展の呼び

水となることができたことは研究代表者らが最も誇りとする点である。今後とも日中両国の学

術界に寄与しうる研究を展開していきたいと考えている。
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2）人工遺物の実測・製図は、中村慎一（金沢大学文学部)､佐川正敏（東北学院大学文学部)、

岩崎厚志（國學院大學文学部)、小柳美樹（東海大学)、村上由美子（総合地球環境学研究

所)、濱名弘二（九州大学大学院)、松永篤知（名古屋大学大学院)、斎藤哲（金沢大学大学

院)、劉恒武（寧波大学人文学院）が分担して行った。

3）人工遺物の写真撮影は中村慎一が行った。

4）自然遺物の写真撮影は､鄭雲飛(漸江省文物考古研究所)、鈴木三男（東北大学植物園)、

吉川純子（古代の森研究舎)、金原正明（奈良教育大学教育学部)、宇田津徹朗（宮崎大学

農学部）が分担して行った。

5）編集は中村慎一（金沢大学文学部）が行った。その際、金沢大学大学院生の業天唯正、高

見哲士、斎藤哲の諸君の助力を得た。

‐4‐



表1長江下流域新石器時代遺跡出土の植物質人工遺物一覧

－5‐

NC 省･市 遺跡名 出土位置 木製品種 数量 報告書

1 江蘇 呉江･竜南 層
層
層

87埠1

87埠1

F1:第4

F1:第4

F1:第4

97

97

97

木板

木粧

木粧

木板

編織席紋(痕跡）

３
３
釦
１
１

文物1990-7

2 江蘇 蘇州･草鞍山
F3.10層

(居住遺構柱穴）

T202

木粧

紡績物残片

複数

3

文物資料叢刊3

3 江蘇 鎮江･左湖 F1:①層 硬繊維の痕跡 1 考古2000-4

4 江蘇 常州･圷域

？

ワ

IT1204:4層

？

《
”
ず
口
●
《
亜
呑
口
●

⑤
⑤
⑤
⑤
⑤
⑤
⑤

４
２
３
３
３
２
３

０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
５
５
５
５

８
８
８
８
８
８
８

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
T8503⑤など

④
⑤
１
４
０
０
５
５
８
８
Ｔ
Ｔ

陀螺状木器

泥抹子形木器

噺叺形木器

有槽木板

木鍍

矛形竹器

木櫓

木架

木架

ｊ
ｊ
型
型
Ａ
Ｂ
く
く
鎖
鎖
播
播
木
木

木鑛

木耒

木陀螺形器

漆器

編織物

４
１
１
１
１
１
１
１
１
迦
訓
２
加
配
１
１

史前研究 1984-2

考古学報.2001-1

5 江蘇 呉江･広福村 １
１
Ｊ
』

木笄

木墜

１
１

文物2001-3

6 江蘇 常州･高城轍 M13 木榔？ 1 文物2001-5

7 江蘇 昆山｡緯鐵 CH1

F11

大木塊

漆木杯

１
１

東南文化2003増刊

8

江蘇 昆山･少卿山

１
１
１

Ｆ
Ｆ
Ｆ

層
層
層

９
９
９
．

《
ロ
今
ロ
《
ロ

３
３
３

Ｔ
Ｔ
Ｔ

葦蒔編織

葦蒔編織

木板･条木の木組

段
段
塊

１
１
１

考古2000-4

9 上海 金山･亭林 M22

M23

木質葬具

木質葬具

１
１

考古2002-10



表1長江下流域新石器時代遺跡出土の植物質人工遺物一覧（続き）
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NC 省･市 遺跡名 出土位置 木製品種 数量 報告書

10 漸江 平湖･荘橋墳

H31

H31

H31

H31

H70

？
●

板
梶
縄
編

木
木
麻
篇

木華底

篦子

1

1

1

1

1

？

考古2005－5

11 新江 湖州･銭山漂

層
層
４
４
第
第
区
区
甲
甲

乙区第4層

丙区第3層

？

ワ

？

ワ
●

？

？

？

？
●

？

？

ワ

T13

T22

T22

木椿

竹蒔

縄
織
砿
揃
蒜
杵
糸
沐
絲
子
除
滞
絹
子

器

竹織器

絹片

細絲帯

絲線

蒜布片

細蔬縄

薦縄結

椋刷

木架

千飾

木杵

木槽

木材

木材

木材

多数

つ
●

多数

つ
．
凸
■
■
ｇ
凸
■
Ｉ
凸
■
■
。

多数

多数

1

2

1

1

1

1

1

1

1

考古学報1960-2

12 湘江 桐郷･羅家角

T102:gl

T102:g6

T103:gl

T111:gl

T101:92

T101:gl

T102:94

H5:第3層

H13:第3層

鱒角柱

帯梢釘孔的樺

件
件
頭

構
構
柱

ロ
ロ
樺

企
企
凸

管
市
菩
市
昔
帝

欄干横梁

鋸鉄形木板

蒔編残片

蒔編残片

１
１
１
１
１
１
１
１
１

新江省文物考古所

学刊1981



表1長江下流域新石器時代遺跡出土の植物質人工遺物一覧（続き）

注:

この表は岩崎厚志作成の原表に中村が加筆・修正を施したものである。なお、漸江余挑河栂

渡、請山跨湖橋の両遺跡については、遺物量が大量であるうえ、すでに発掘報告書が単行本と

して出版されているためここには掲載しなかった｡詳しくは下記報告書をご参照いただきたい。

漸江省文物考古研究所（編）『河栂渡一新石器時代遺吐考古発掘報告一』（上・下)、

文物出版社、2003年

湘江省文物考古研究所・薫山博物館（編）『浦陽江流域考古報告之一跨湖橋』、

文物出版社、2004年

‐7．

NC 省･市 遺跡名 出土位置 木製品種 数量 報告書

17 漸江 余挑･鰡山

T100

⑨
⑨
⑨

２
４
３

Ｔ
Ｔ
Ｔ

錘

柄
施
具

器
木
秀

１
１
１
１

18 湘江 慈渓･慈湖

層
層
上
上
３
２
０
０
５
３
Ｔ
Ｔ

T20上層

層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

上
上
上
上
下
下
下
下
下
下
下
下

４
３
４
２
２
２
２
４
２
２
２
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
４
３
２
２
３
２
４
５
４
５
４

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
T2下層

層
層
層
層
層
層
層

下
下
下
下
下
上
下

２
２
１
２
２
１
２

０
０
０
０
０
０
０

５
５
２
３
５
２
５

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

木履

木履

木架

木誇柄

木癬柄

木鈷頭

木器構件

49

“

木紹

木鵜

木紀

木祷柄

木鋤

点種棒

点種棒

木架

木架

木架

木架

範"形器

範"形器

陀螺

陀螺

木鑛

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

新江省文物考古

研究所学刊1997



表2長江下流域古環境研究関係論文一覧

･8．

番号 題名 筆者 書名 出版年 出版社 キーワード

1

Inundation,Sea-1evel

riseandtransition

fromNeolithicto

bronze

cultr

delt

age

ures，yangze

a， china

,.J・Stanley

除中原

宋建 geoarchaeologyl4-1 1999

任江三角洲坏境

考古

2

任江河口地区第四系地

下水化学演化机制 地理学根2000-2 2000

俊江三角洲坏境

地下水

3

怯江流域第四妃植物群

的初歩探付

徐馨

朱明佗等 第四妃坏境姶文逸集 1992

香港金陵名

社

4 俊江三角洲的史前坏境

昊錘

曹河平 奈南文化2000-9 2000

任江三魚洲坏境

考古

5

俊江三角洲地区末次泳

盛期前海退辻程中気候

変化的初歩研究

中山大学学根姶圦

1997-5 1997 任江三免洲坏境

6

怯江三角洲地区七千年

以来洪水爽害的坏境考

古研究

朱城

史威

海峡西岸山地爽害弓坏

境保育研究 1998

四川科学技

木出版社

俊江三館洲坏境

考古洪水爽害

7

任江三角洲地区晩第四

妃古土壌地球化学特征

刻宝柱

李圦先

並治棒

青島海洋大学学扱(自

然科学版）1998-1 1998

任江三角洲坏境

地球化学

8

怯江三免洲地区晩第四

妃古土壌中的植物硅酸

体及其古坏境意又

苅宝柱

李圦先

海洋地辰弓第四妃地辰

1995-2 1995

任江三角洲坏境

檀硅石

9

任江三魚洲地区新石器

文化断層弓埋藏古樹反

映的坏境演変特征

朱城

程鵬

中国科学技木坊会第二

届青年学未年会洽文集

(蜜源与坏境科学分

冊） 1995

中国科学技

未出版社

俊江三第洲坏境

海面考古

10

任江三角洲古地理弓新

石器吋代文化的失系 林承坤 文物集刊（1） 1980 文物出版社

俊江三角洲､坏境

考古

11

任江三角洲及砒達地区

海平面上升影咽預測身

防治対策

風
仁
雅
志
施
淵 中国科学(D")2000-3 2000

俊江三角洲坏境

海面

12

俊江三角洲南部古沙堤

(同身）的況釈特征、

成因及年代

対巷宇

美立成

曹敏

俊江河口劫力泣程和地

貌演変 1988

上海科学技

木出版社 俊江三角洲坏境



表2長江下流域古環境研究関係論文一覧（続き）

’
27

‐9．

番号 題名 筆者 書名 出版年 出版社 キーワード

26

高郎尤乢庄遺吐史前人

突生存坏境与錘済生活

李民昌

張敏

湧陵隼 坏境考古研究（第二輯） 2000 科学出版社 坏境考古

根据花粉賓料推捻怯江

三鮪洲地区12,000年

来的坏境変迂 対金陵等 古生物学根35－2 1996 投江三魚洲坏境

28

夫子侯江三角洲第四妃

海侵的一孔之児 昧希祥 地層学奈志1996-4 1996

伎江三魚洲坏境

海面

29

角
的
三
蝕
江
侵
長
岸
対
海
升
区
上
地
面
近
平
附
海
洲

可能影咽 季子修等

中国気候弓海平面変化

研究逃展（二） 1992 科学出版社 投江三角洲坏境

30

杭嘉湖平原土壌中抱粉

和微体古生物反映的母

辰突型及古地理坏境探

付 土壌学根1996-2 1996

任江三角洲坏境

抱粉微体古生物

31

河栂渡遥ｶﾋ劫植物遥存

筌定研究

斯江博物棺

自然姐 考古学根1978-2 1978

32

炉杭誌地区若干文化遺

祉的砲粉一気候対皮分

析 地理科学1998-4 1998

抱粉長江三涌洲

坏境考古

33

坏太湖地区夏商遺祉坏

境研究 宋建 坏境考古研究(第二輯） 2000 科学出版社 坏境考古

34

江赤常州埒域遺吐当家

浜文化的古坏境 幹輝友

坏境考古学研究（第一

輯） 1991 科学出版社

35

江弥海安青域造吐砲粉

筌定根告 張嘉永 考古学根1983－2 1983

36

江弥准北地区新石器吋

代人美文化匂坏境

余
昌
明

領
民
オ

唐
李
沈

坏境考古学研究（第一

輯） 1991 科学出版社

37

江弥金転三星村地区

7000年来古坏境演変初

探

張彊

朱城

宋友桂

山末師大学根(自然科

学版)2000-3 2000

俊江三魚洲坏境

考古江弥三星村

38

江弥金j云新石器吋代坏

境斐迂研究

張掻

朱城

宋友桂

海洋地辰与第四妃地辰

20-3 2000

-長江三角洲金転

坏境考古



表2長江下流域古環境研究関係論文一覧（続き）

番号

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

題名

江弥尤乢庄新石器遥趾

坏境考古研究

江弥青域古人突生活吋

期的地理坏境

江蒜昊江具尤南遺吐抱

粉姐合与先人的生活坏

境

江弥昊具戈南遺祉砲粉

姐合及其坏境考古意又

江弥新石器吋代文化逓

趾的分布特征匂坏境、

海岸銭変迂共系

江弥新石器吋代遺趾分

布弓坏境演変

句容宝隼山尤眼化石植

物群的友展及其在気候

学和植物学上的意又

尤南新石器肘代遺祉出

土劫物遺骸的初歩筌定

夛家魚造阯的劫物群

南京宝隼地区全新世況

釈坏境研究

南京江北地区全新世坏

境演変的況釈学研究

南京湯山溶洞中更新世

哺乳劫物群的没現及其

意又

南京湯山猿人生存古坏

境重建探付

南京宣立人生存坏境探

村

気候変化対任江三角洲

衣並生志系統的影哺

筆者

朱城

超守礒等

黄賜砿

梁玉蓮

肖家仗

策家仗

昊建民

弥世英

昊建民

孔昭哀等

昊建民

雅明隼

朱城

子世永

張兵等

張彊

朱城

徐欽碕等

朱城

張建新

前棉杯

前棉栃

朱城等

李全姓等

書名

南京大学学扱(自然科

学版)2000-3

地理学根39－1

末南文化1990-5

坏境考古学研究（第
一

輯）

第四妃況租与坏境変迂

坏境考古研究（第二輯）

第四妃研究1991-4

末南文化1991-3,4

斯江省文物考古所学刊

地理科学17－3

安徽師萢大学学根(自

然科学版）2000-3

科学通扱38－15

地理科学1998-5

中国岩溶1998-1

生志学根1994－3

‐10．

出版年 出版社 キーワード

2000 尤乢庄坏境考古

俊江三角洲坏境

1984 考古青域

1990

1991 科学出版社

《末南文 任江三免洲、坏境

1991 化》奈志社 考古

2000 科学出版社 坏境考古

1991 任江三角洲坏境

1991

1981

投江三魚洲坏境

1997 考古南京

任江三免洲坏境

2000 考古江弥

1993

任江三角洲坏境

1998 湯山猿人

伎江三魚洲坏境

1998 湯山猿人

任江三魚洲坏境

1994 衣並



表2長江下流域古環境研究関係論文一覧（続き）

・11‐

番号 題名 筆者 書名 出版年 出版社 キーワード

54

気候変化対俊江三魚洲

水資源的影咽

張永勤

鰺后尤等

南京気象学院学根

1999-S1 1999 任江三角洲坏境

55

全球気候変暖対俊江三

魚洲扱端高温事件概率

的影咽

南京気象学院学扱

23－1 2000 俊江三角洲坏境

56

三万年前后太湖平原坏

境的若干向題

王富葆

韓輝友 第四妃研究1990-1 1990

57

上海地区全新世中晩期

況釈坏境的演変

安
尚
金
欲
李
評

任江三免洲現代況釈研

究 1987

隼末ﾘ而萢大

学出版社 俊江三角洲坏境

58

上海果国村遺趾抱粉姐

合及先人活劫坏境分析 商万国等

同済大学学根（社科版）

1993-2 1993

任江三魚洲坏境

考古

59

上海及郭近地区新石器

吋期古文化造吐与地貌

友育的共系 隊並裕

隼末ﾘ而萢大学学根（地

理科学寺輯） 1990

･K江三角洲

蒜北漠海平原坏

境考古

60

上海考古没現弓古地理

坏境

黄宣侃

周萠娼

同済大学学根（人文社

会科学版）8－2 1997

長江三角洲坏

境考古

61

上海弓析地区全新世中

晩期坏境演斐

子世永

朱城

史威 海洋学根20-1 1998

投江三免洲坏境

考古

62

上海弓析造吐抱粉姐合

及先人活劫坏境分析 李珍等

同涛大学学根（人文社

会科学版）7－2 1996 俊江三魚洲坏境

63

上海弓析遥祉古坏境探

析

宋建

洪雪晴 考古1999-8 1999

長江三魚洲坏境

考古弓析

64

上海弓析遺吐文化断層

成因研究

朱城

宋建等 科学通扱41－2 1996

任江三第洲坏境

考古

65

上海青浦寺前遺吐的抱

价姐合及其意又 隊学林

隼末ﾘ而萢大学学根（坏

境遥感考古寺輯二） 1996

任江三角洲、坏境

考古上海村砲

粉

、

66

上海市大院部分的海防

変迂和升没泣程 潭其蕊 考古1973-1 1973

任江三殆洲坏境

考古

67

上海市大陪部分的海陪

変迂和升没辻程 潭其蕊 考古1973--1 1973

長江三角洲坏境

考古

68

上海斯江某些地区第四

妃抱粉姐合及其地層和

古地理上的意又 刻金陵等 古生物学根1977-1 1977 長江三魚洲坏境



表2長江下流域古環境研究関係論文一覧（続き）

番号

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

題名

生志泣渡帯之人地共系

当波

吋代需要坏境考古学

瀧澤遺吐的抱粉分析研

究

羅澤遺祉中人美与劫物

遺骸

赤州草鞍山造祉新石器

吋代以来的棺硅石研究

太湖14000年以来古

坏境演変的湖泊温泉

太湖地区砲粉喪料和考

古没現所鬮述的人与坏

境之失系

太湖地区坏境考古

太湖末岸平原中全新世

気候鋳型事件与新石器

文化中断

太湖流域全新世気候一

一海面短期振蕩事件及

其対新石器文化的影哨

太湖平原地理坏境変化

対良渚文化的影咽

太湖平原中石器、新石

器肘代人美文化的没展

弓坏境

太湖全新世海相硅藻的

没現及其意又

天目山尤王屈地区晩更

新世況釈坏境研究

天目山深溪流域晩更新

世晩期以来坏境演変

天目山桃砂蛉地区第四

妃坑釈坏境研究

筆者

宋豫秦

前伶超

王汗没等

黄象洪等

黄弱

王倖銘

李民昌

塵文川

蒔湊等

雅明隼

隊中原

洪雪晴等

子世永

朱城

曲堆正

子世永

朱城

李山等

景存又

弓燕

宋友桂

朱城

朱城

朱城

書名

坏境考古研究(第二輯）

坏境考古研究(第二輯）

堪洋

潅洋

微体古生物学根

1998-1

地履力学学根3－4

隼家ﾘ而萢大学学根（坏

境遥感考古寺輯二）

地理学根52－2

地理科学19－6

地理科学20-4

隼末ﾘ而萢大学学根（坏

境遥感考古寺輯二）

南京ﾘ市大学根（自然科

学版）12－3

科学通扱1991-21

隼末地辰学院学根

1998-2

山地学根1998-4

況釈学根13－3

－12‐

出版年 出版社 キーワード

2000 科学出版社 坏境考古

2000 科学出版社 坏境考古

1987 文物出版社

1987 文物出版社

任江三魚洲草鞍

山坏境考古植硅

1998 石

1997 任江三角洲坏境

俊江三角洲、坏境

1996 考古

太湖坏境考

1997 古海面

任江三魚洲坏境

1999 考古

任江三魚洲坏境

2000 考古海面

俊江三免洲、坏境 、

1996 考古

任江三角洲坏境

1989 考古

1991

1998 -長江三角洲坏境

1998 俊江三免洲坏境

1995 俊江三角洲坏境



表2長江下流域古環境研究関係論文一覧（続き）

番号

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

題名

晩第四妃挨江三魚洲高

分辨率居序地晨学的初

歩研究

晩更新世以来的気候突

変及未来気候変化

新石器人突活劫反映了

中国挨江三第洲海平面

控制地形的変化

斯北任妥地区坏境遥感

考古研究

中国家部更新世以来檀

被与気候的戒刷性変化

中国末部季凡区末次沐

期以来気候模扱

中国坏境考古的回顧身

展望

中国近20000年以来的

気候波劫与海面升降迄

劫

中国近五千年来気候変

迂的初歩研究

中国某些地区全新世高

温期植被和気候的初歩

研究

中国全新世大暖期鼎盛

防段的気候埼坏境

中国全新世大暖期気候

与坏境

中国全新世高温期坏境

匂新石器吋代古文化的

友展

中国全新世高温期中的

気候実変事件及其対人

美的影哺

筆者

物坏仁

D.J.StanLey

弓建隼

ﾇﾘ村人

祝焼平等

孔昭震

杜乃秋

宋友桂

朱城

子世永

周昆叔

橘杯仁

淵志仁

竺可板

孔昭展

杜乃秋

施雅風等

施雅凡

孔昭雇

施少隼

施少隼

書名

海洋地辰与第四妃地辰

1996-3

中国海陥第四妃対比研

究

海洋地辰劫志

年末ﾘ而萢大学学根（坏

境遥感考古寺輯二）

中国海陪第四妃対比研

究

伎江流域寅源与坏境

18-3

坏境考古研究(第二輯）

第四妃沐川与第四妃地

辰捻文集

考古学根1972-1

海洋地辰与第四妃地辰

10-1

中国科学23－8

中国全新世大暖期気候

与坏境

海洋地辰与第四妃地辰

13-4

‐13‐

出版年 出版社 キーワード

1996 俊江三角洲坏境

1991 科学出版社

坏境考古俊江三

1997 角洲人地失系

任江三角洲、坏境

1996 考古

91 科学出版社

1998 任江三角洲坏境

2000 科学出版社 坏境考古

1985 地辰出版社

1972 坏境考古

1990

'1993 任江三角洲坏境

1992 海洋出版社

1992 海洋出版社

1993 坏境考古



表2長江下流域古環境研究関係論文一覧（続き）

番号

99

100

101

題名

重建長江三角洲晩更新

世末期古気候的初歩芸

拭

重新坪佑任江流域文明

及其与古地理坏境演変

共系初探

自然坏境的変迂在社会

形志没展中的作用

筆者

対宝柱

李朝揚

任凡楼

対村人

孔祥徳

董埼

書名

海洋地辰劫志1997-11

隼末ﾘ而萢大学学根（坏

境遥感考古寺輯二）

末南文化1996-1

出版年 出版社 キーワード

1997 任江三角洲坏境

任江三角洲、坏境

1996 考古

1996 坏境考古

注：

この表は陳傑作成の原表に中村が加筆・修正を施したものである。2000年までに発表された

関連論文を収録した。2001年以降に発表された論文については現在収集・整理を進めており、

機会を改めて発表する予定である。
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